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ア
ウ
グ
元
チ
ヌ
ス
の
共
同
世
思
想

第
五
十
巻

アて

O 

修
正
揖

f、

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ

ス
の
共
同
瞳
思
想

滞

崎

堅

蓮

f;J: 

し

き

ヵ=

中
世
の
基
督
教
思
想
を
最
も
よ
〈
示
ナ
も
D
は、

7
ゥ
グ
ス
チ
ヌ
ス
と
下
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
と
で
あ
ら
う
。
前
者
は
五
世
紀
、

後
者
は
十
三
世
紀
の
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
約
八
百
年
も
の
経
り
が
あ
る
。
そ
し
て
前
者
は
中
世
の
初
期
を
代
表
し
、
後
者
は
そ

の
末
期
を
代
表
す
る
。
そ
し
て
そ
の
場
庖
も
著
し
く
逮
ふ
。

一
方
は
阿
弗
利
加
、
他
方
は
伊
太
利
。
縫
っ
て
思
想
傾
向
の
あ
る
部
分

は
、
や
k

針
味
的
に
さ
へ
見
え
る
と
乙
ら
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
か
h

る
意
味
に
於
て
却
て
雨
者
が
、
中
世
カ
下
り
山
V

ズ
ム
在
る
一

大
伽
躍
の
二
大
支
柱
で
あ
る
と
云
ム
と
と
が
向
来
る
。

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
が
生
を
享
け
た
の
は
、
紀
元
三
五
四
年
、
阿
弗
利
加
の
北
溢
タ
ガ
ス
テ
の
町
に
於
て
や
一
あ
っ
た
。
長
じ
て
カ
ル

夕
、
ョ
に
同
で
、
ま
た
蓬
〈
羅
馬
に
上
り
、
更
に
修
辞
山
陽
干
の
教
授
と
し
て
ミ
ラ
ノ
に
招
か
れ
た
。
伎
は
哲
撃
、
文
壌
を
愛
好
し
、
弟
子

謹
を
も
多
く
持
つ
身
で
は
あ
っ
た
が
、
同
地
の
有
名
た
る
碩
畢
ア
ム
プ
ロ
シ
ウ
引
の
説
教
に
接
し
、
回
心
し
て
遂
に
某
督
教
の
借
峨

に
つ
〈
己
と
を
決
心
し
、
再
び
阿
弗
利
加
に
蹄
へ
り
、
ヒ
ツ
ポ
の
町
の
司
祭
に
選
ば
れ
、
更
に
司
教
と
在
り
、
彼
の
生
を
終
へ
る
四

三
O
年
ま
で
同
地
に
留
っ
た
。

営
時
の
維
持
帝
国
の
範
闘
は
極
め
て
庚
く
、
カ
ル
タ
ゴ
や
そ
の
地
方
邸
ち
北
阿
弗
利
加
は
勿
論
そ
の
中
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、

相めさヲノ白綿昔、後に司教となり、一世にSt. A!flbrosius， 333 (340)-397 
名を轟か Lた。
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併
し
帝
園
の
統
制
力
や
与
に
ぷ
り
、
一
枇
曾
的
不
安
は
内
か
ら
醸
し
つ

L
あ
っ
た
。
彼
が
生
れ
た
三
五
四
年
土
り
も
約
三
十
年
前
に
勅

令
に
よ
っ
て
基
普
教
が
初
め
て
公
認
せ
ら
れ
た
と
云
ム
乙
と
も
、
営
昨
と
し
て
中
一
か
ら
ぬ
意
味
を
持
っ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ま
た

三
九
五
年
に
は
帝
困
は
-
一
つ
に
分
れ
、
東
と
西
と
に
な
っ
た
。
ま
た
四

O
一
年
忙
は
ミ
ラ
ノ
が
北
方
の
額
放
に
侵
さ
れ
、
四
一

O
年

忙
は
迭
に
つ
武
還
の
都
」
雑
馬
が
こ
の
同
盟
族
に
よ
っ
て
攻
略
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
と
れ
彼
の
五
十
六
歳
の
と
者
に
営
る
。
而
も
危
ほ

他
の
鐙
肢
は
凶
に
廻
っ
て
阿
弗
利
加
を
侵
し
、
カ
ル
グ
ゴ
の
町
々
も
弐
々
に
陥
さ
れ
、
ヒ
ツ
ポ
の
町
も
風
前
の
燈
の
如
〈
な
っ
た
。

己
の
様
危
欣
勢
の
中
に
、
彼
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
人
々
を
励
ま
し
つ

L
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
七
十
六
歳
の
身
は
如
何
と
も
す
る
と

と
が
出
来
宇
、
敵
の
攻
め
寄
せ
る
刷
帆
の
撃
を
耳
に
し
つ
t
A

最
後
の
息
を
引
き
と
っ
た
と
云
は
れ
る
。

(
註
)

常
時
の
羅
馬
帝
捌
白
情
勢
に
つ
い
て
、

2
E
F
E口
百
四
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
玄
づ
政
措
耐
に
位
、
そ
の
統
制
力
杭
品
て
に
ぷ
P

各
邦
、
各
地
方
と
も
割
披
的
股
態
と
な
り
、
珠
に
カ
ル
タ
J
E

地
方
の
如
き
は
、
従
車
も
古
〈
フ
昌
一
-
キ
ア
や
希
附
胴
の
植
民
地
と
し
て
早
〈
か
ら

潤
特
の
ま
花
を
持
つ
で
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
自
無
雑
馬
に
劃
し
て
或
精
の
潤
自
性
を
主
張
せ
ん
と
し
て
ゐ
た
や
ろ
で
あ
る
。
財
政
上
の
座
迫

は
重
課
や
徴
愛
に
よ
っ
て
坦
々
と
し
て
行
位
札
て
ゐ
た
か
ら
倫
真
由
如
〈
で
あ
る
。
ま
た
枇
曾
仰
に
且
て
も
、
貧
百
円
懸
陥
、
都
都
市
リ
封
立
も

著
し
く
機
化
さ
れ
づ
t
A

あ
っ
た
。
夏
に
細
済
的
に
見
る
と
、
血
凶
陀
羅
局
帝
国
の
成
立
以
車
、
融
め
て
虞
い
範
闘
に
亙
っ
て
商
業
が
替
ま
れ
る
宇

う
に
な
り
、
こ
訟
に
一
耳
は
ピ
世
界
的
市
場
が
由
来
た
の
で
あ
り
、
貨
幣
宇
衡
量
の
耕
一
や
自
由
貿
易
ま
た
は
奨
闘
に
よ
っ
て
益
々
世
界
商
業
を

形
成
し
た
u

商
業
は
飛
騨
的
な
賞
展
を
控
げ
た
。
併
し
と
h

い
ち
は
未
だ
海
岸
に
近
き
都
市
を
中
心
に
し
た
J

も
の
で
あ
っ
て
、
闘
内
は
大
曲
農
業

が
替
変
れ
、
そ
れ
も
多
〈
豆
大
農
場
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
全
般
に
亙
っ
て
、
こ
れ
を
倫
理
作
に
見
る
な
ら
ば
、
世
界
観
に
於
て
も
道
徳
的
行

伐
に
於
て
も
、
所
謂
世
紀
末
的
な
堕
落
朕
態
に
あ
っ
た
と
云
は
奇
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
お
る
献
態
の
中
に
あ
っ
て
ア
ウ
グ
え
チ
ヌ
ス
が
如
何
に
岡
山
軍
に
つ
い
で
、
家
族
に
つ
い
て
、
教
舎
に
つ
い
て
深
い
経
験
を
持
つ

た
か
、
ま
た
考
へ
を
持
っ
た
か
は
云
ふ
ま
で
も
左
い
と
と
で
あ
る
。
か
く
て
要
す
る
に
彼
の
共
同
慌
に
閥
ナ
る
思
想
は
生
き
た
も
の

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
共
同
捜
思
想

樺
五
十
巻

六

第
五
腕

ノ又
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ア
ウ

r
ス
チ
ヌ
ス
白
井
同
蝉
思
想

構
五
十
巻

六

第
五
挽

R 

凹

で
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
に
は
何
よ
り
も
彼
の
丈
著
ヨ
仰
の
闘
」

(
F
E一E
m
p
c
に
つ
い
て
見
る
に
越
じ
た
も
の
は
な
い
。

E

の
本
の

動
機
は
、
慨
に
羅
院
の
首
都
が
同
盟
族
の
た
め
に
劫
掠
せ
ら
れ
る
の
恥
か
し
め
を
受
け
た
と
云
ム
事
賓
は
、
ぞ
れ
は
人
々
が
、
経
印
刷
の

市
民
が
、
従
来
の
難
民
の
一
川
々
を
拾
て
弘
、
異
邦
の
一
州
・
印
ち
基
替
教
の
一
川
を
#
押
す
る
に
一
主
っ
た
と
一
式
ふ
と
と
忙
師
閃
す
る
と
攻
撃

し
出
し
た
者
が
あ
る
の
で
、
と
れ
を
反
駁
し
、
以
て
基
督
教
の
揺
謎
を
た
さ
ん
と
し
て
筆
を
執
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
四
一
三

年
か
ら
で
あ
る
か
ら
、
了
皮
羅
山
内
の
劫
抜
か
ら
三
年
め
に
首
る
。
そ
し
て
十
四
年
聞
を
絞
て
金
二
十
一
一
容
を
書
き
上
げ
た
の
が
四
二

七
年
、
彼
は
そ
の
と
き
七
十
三
歳
、
そ
の
死
に
先
苦
立
つ
こ
と
僅
か
に
三
年
で
あ
っ
た
。

E
に
山
恨
の
早
生
の
書
で
あ
る
。
伎
の
等
身

に
鈴
る
著
作
の
中
、
特
に
有
名
在
る
所
以
で
あ
る
。

共

同

憧

の

構

成

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
共
同
館
思
想
に
つ
い
て
は
、
大
関
二
つ
の
方
向
か
ら
見
る
と
と
が
遁
首
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
共
同
惜
の
緋

成
に
つ
い
て
、
印
ち
静
態
的
花
見
る
と
と
で
あ
り
、
他
は
共
同
慨
の
護
展
に
つ
い
て
、
印
ち
動
態
的
忙
見
る
己
と
で
あ
る
。
そ
E

で

ま
づ
前
者
、
共
同
惜
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
と
正
弘
す
る
。

日
柿
の
固
と
地
の
園
共
同
慌
の
構
成
主
見
る
に
は
、
更
に
そ
れ
を
絶
針
的
と
相
山
首
的
と
に
分
っ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
相
官
卦

的
と
云
ふ
の
は
、
共
同
慌
の
宛
り
万
を
本
質
に
於
て
抽
象
的
・
一
般
的
に
見
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
朴
め
骨
と
云
ム
の
は
、
そ
れ

を
現
貨
に
於
て
具
慨
的
・
特
殊
的
に
日
常
の
経
験
に
於
て
感
知
し
得
る
mm態
に
於
て
椀
察
す
る
の
で
あ
る
。

加
相
針
的
友
梼
成
と
云
ム
鮪
か
ち
す
れ
ば
、
宍
伺
髄
は
二
つ
の
も
の
主
封
立
と
し
て
見
ら
れ
る
。
卸
ち
「
榊
の
図
L
(
2
1
Z
F
H
)
と



「
地
の
闇
」

(
2
4
R
B
Z吊
E
)
と
で
あ
る
。
そ
し
て
と
L

忙
云
ふ
「
岡
」
へ
23rE)
と
は
、
地
域
内
友
函
と
h
都
市
と
h
、
ま
た
は
具
健

的
在
或
る
枇
品
目
と
か
を
指
す
の
で
は
在
〈
て
、
や
t
A

初
端
に
云
ム
左
ら
ぽ
、
寧
ろ
内
的
・
抽
象
的
た
つ
本
り
方
」
と
か
「
生
昔
方
」
と
か

一
五
ふ
意
味
に
近
い
ふ
従
っ
て
此
の
へ
の
-
ユ
宮
、
に
封
し
て
械
は
ま
た
色
々
な
言
葉
を
以
て
表
現
し
て
ゐ
呂
。
場
庭
、
園
、
王
国
、
民
、

家
、
舶
等
々
。
併
し
と
れ
ら
は
勿
論
象
徴
的
危
表
現
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
「
枇
品
目
共
同
慨
を
成
立
せ
し
む
る
何
ら
か
の
和
帯
に

よ
っ
て
結
合
さ
れ
た
人
聞
の
集
酔
」
ま
た
け
当
人
間
の
枇
合
共
同
慨
L
ず
あ
る
。

で
は
「
紳
の
園
」
ム
」
は
如
何
在
る
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
に
、
「
一
刊
に
従
っ
て
永
遠
の
幸
ひ
の
希
望
に
生
〈
る
人
聞
の
枇
曾
共
同
剛
胆

で
あ
る
」
と
。
耐
の
凶
と
は
勿
論
聖
菩
に
準
機
し
売
も
同
一
で
あ
る
が
、
彼
は
と
れ
に
つ
い
て
色
々
た
表
現
主
用
ひ
て
ゐ
る
。
「
聖
図
」

句

町

り

旬

?
"
E
E
E
E
ε
、
「
天
岡
」
(
の
日
巴
由
民
)
、
「
永
遠
の
園
」

(
n
'
E
2
2
4、
「
恭
督
の
岡
L
T
E
E
-
)、
「
紳
の
主
園
」
官
官
E
F
C、

仙

ワ

引

「聖
4者
骨
の
王
園
」

(T同品

E
=
E【吉。
Eιι)、
「
柴
悶
」
(
町
田
阿
佐
ふ
等
。

こ
れ
に
針
し
て
寸
地
内
園
」
は
、
一
岬

K
Z
ら
宇
「
人
聞
に
従
っ
て
此
の
世
円
一
終
末
ま
で
伴
〈
名
人
間
の
枇
合
共
同
障
で
-
あ
る
」
と
。
と

れ
に
つ
い
て
も
亦
彼
は
色
々
な
言
葉
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
「
地
の
岡
民
」

(
2
F
耳
耳
目
島

2

E去
、
「
時
間
の
闘
L
T
E】噌
EP--3、
「
悪

者
の
園
L
(
P
白

zza、
「
敬
度
左
ら
ざ
る
在
の
図
」

(0・
EHVEEH叫ん}等。

「
死
た
ざ
る
者
の
岡
」
と
「
死
ぬ
る
者
の
閥
」
〔
P
5
2
E
H
G
止
の
・
目
。
E
豆
、
「
信
A
Y
る

民
」
と
「
信
ぜ
ざ
る
民
」
(
官
官
]
E
E色
E
E
Z
M
V
E
E
O
H
E
L、
「
敬
度
在
る
者
の
枇
舎
」
と
「
不
皮
左
右
者
。
吐
曾
」

(
E
E
E
句

5
E
E
耳

切・

5
司
君
自
主
、
「
信
仰
に
上
っ
て
生
〈
る
者
の
家
L
と
「
信
仰
忙
工
っ
て
生
き
ざ
る
者
の
家
」
(
き
5
5
r
o
E
E国
吉
国

E
E
0
2
2
E
E

凶

0

2
色。
E
U
H
E
E
E
E
官
:
。
ロ

=
E
E
2
2
0
)、
寸
約
束
の
ず
」
と
「
肉
の
干
」

(
E
E
官。
E
Z
F
P
Z
E
m
E
L
r
)、
「
あ
は
れ
み
の
舶
」
と

か
a
h

る
二
つ
の
困
の
針
立
は
な
ほ
更
に
、

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
白
井
同
捜
思
想

第
五
腕

f¥、
五

第
瓦
十
轡

ノ、
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ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
共
同
世
思
想

第
五
十
巻

凡
六

六
二
四

第
五
競

m
 

「
怒
り
の
紬
」

?
P
E
E
S
Eを
見
立
〈

5
4
と
も
云
は
れ
る
。
そ
し
て
前
な
る
者
は
恩
恵
に
よ
っ
て
罪
か
ら
自
由
な
る
本
位
を
持
つ

も
の
で
あ
り
、
後
左
る
者
は
罪
に
よ
っ
て
腐
敗
さ
れ
た
る
自
然
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
前
者
を
支
配
す
る
も
の
は
恩
髄
で
あ

り
、
後
者
を
支
配
す
る
も
の
は
自
然
で
あ
る
。
ま
た
前
者
を
精
紳
に
よ
っ
て
生
〈
る
も
の
と
す
れ
ば
、
後
者
は
肉
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
前
者
を
一
脚
と
精
神
と
に
よ
る
も
の
v
と
す
る
友
ら
ぽ
、
後
者
は
人
間
と
悪
し
昔
慾
と
に
よ
っ
て
た
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を

結
合
の
紐
帯
た
る
愛
に
よ
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
前
者
は
自
己
を
無
に
し
て
相
手
を
生
か
さ
う
と
す
る
紳
の
愛
に
よ
る
も
の
で
あ
り

泊

、

後
者
は
紳
を
蔑
る
に
し
、
自
己
に
光
柴
を
求
め
ん
と
す
る
自
己
愛
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
夏
に
己
れ
を
態
度
に
つ
い
て
見
る
在
ら
ぽ

前
者
は
謙
遜
と
従
順
に
於
け
る
奉
仕
で
あ
り
、
後
者
は
倣
悦
と
不
従
順
ま
た
は
樺
力
に
よ
る
支
配
で
あ
る
。
従
て
前
者
は
平
和
、
後

者
は
争
ひ
を
示
す
。

か
i
h

る
二
つ
の
園
の
針
立
は
、
絶
針
的
在
意
味
に
於
て
此
の
如
〈
殻
し
い
の
で
あ
る
。
か
h

る
匝
別
は
併
し
紋
E
以
て
初
め
て
と

す
る
の
で
は
友
く
、
プ
ラ
ト
ン
に
於
て
も
、
ヨ
ハ
キ
賦
一
市
銀
に
於
て
も
、
セ
ネ
カ
に
於
て
も
見
ら
れ
る
が
、
殊
陀
ド
ナ
チ
ス
下
の
テ

、
、
、

イ
コ
ニ
ウ
ス

(
3
2
E
g
)
げ
よ
る
と
と
ろ
が
あ
る
が
、
併
し
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
現
貨
に
於
て
二
つ
の
闘
を
二
つ
の
蹴
の
如
く
に
針
立

さ
せ
て
佳
い
た
の
で
は
左
い
。
劉
立
は
絶
割
的
に
見
た
揚
合
だ
け
で
あ
っ
て
、
彼
の
本
舗
は
挙
る
そ
れ

E
具
閥
的
に
現
貫
的
に
如
何

に
統
合
さ
れ
た
欣
態
に
於
で
あ
る
か
を
見
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
云
は
ピ
「
地
上
の
一
脚
の
園
」
己
そ
彼
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ

し

τ同
時
に
そ
れ
は
ド
ナ
チ
ス
同
い
へ
の
反
封
と
な
る
。

一一

地
上
の
柿
白
園

共
同
刷
閣
の
構
成
を
相
封
的
に
特
殊
的
に
見
る
な
ら
ば
、
神
の
闘
は
現
寅
に
地
の
闘
の
中
に
混
っ
て
ゐ
る
。

と
よ
所
謂
「
地
上
高
の
園
」

(
2
2
E
E
Z
B
E
)げ
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

E

h

k
具
購
的
な
共
同
憾
の
在
り
方
を
見
る
の
で

secundum Deum vivit in spe fe1icitatis aeternae! 
c. 1). XI， 1 国丈にあるま為。以下同ピ。
op. cit. V， ~S. XI. 1. }"IV， 2~=--_XV， 1， 2. XI~， 17 
V， 8， 16， -18.- 8) XVIII， 29. 9) V， 24 
XX，23・日 Xln，21. 

)
)
)
)
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7
0
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あ
る
。イ

家

族

政
般
と
股
徳
、
叉
は
手
と
限
と
の
関
係
、
或
日
日
は
霊
と
肉
と
の
閥
係
に
於
て
、
剖
ち
そ
れ
ら
は
如
何
陀
相
互
に
不
平
等
で
あ
り
、
帥
峨

人
聞
の
在
り
方
が
、
ま
づ
人
髄
自
身
の
構
迭
に
於
て
最
も
よ
〈
手
近
か
に
見
ら
れ
る
。
全
醐
閣
と
部
分
、
頭
脳
と
肢
惜

分
を
異
に
し
た
が
ら
も
却
っ
て
そ
れ
だ
け
調
和
と
統
一
と
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
貨
は
「
…
刊
の
闘
は
汝
ら
の
中

M

M

川

、

に
あ
り
」
と
云
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。
併
し
な
ほ
進
ん
で
よ
り
具
慌
的
に
共
同
惜
の
構
成
を
十
分
左
右
意
味
で
見
る
た
め
に
は
、
そ

の
共
同
憾
の
典
型
と
し
て
先
づ
家
族
が
皐
げ
ら
れ
る
。
E
L
に
於
て
人
聞
は
本
来
枇
合
的
左
右
構
成
を
在
す
も
の
で
あ
る
と
と
を
よ

〈
示
し
て
ゐ
る
。
日
く
「
人
は
榊
忙
よ
っ
て
紳
の
像
の
如
〈
浩
ら
れ
、

一
個
人
と
し
て
浩
ら
れ
た
が
、
彼
は
濁
り
忙
て
避
さ
れ
た
い
。

何
と
在
れ
ば
人
類
ほ
ど
、
そ
の
背
徳
の
故
忙
非
枇
合
的
で
あ
る
に
も
拘
は
ち
ゃ
、
本
性
と
し
て
か
く
も
枇
合
的
友
も
の
は
た
い
か
仇
」

と
、
主
た
「
各
人
は
人
類
の
一
部
で
あ
り
、
人
間
の
本
性
は
何
ら
か
枇
脅
的
友
-
も
の
で
あ

h
」
、
そ
し
て
「
人
聞
社
曾
の
最
初
の
自
然

的
結
合
は
夫
婦
で
あ
る
」
、
夫
婦
又
は
結
婚
は
、
家
族
の
在
り
方
の
最
初
に
し
て
中
心
で
あ
る
。
そ
し
て
と
れ
は
賞
陀
ま
た
「
園
家
の

部

苗
床
」
で
あ
る
。

結
婚
に
つ
い
て
は
、
従
来
教
舎
に
於
て
、
重
貞
讃
美
が
行
は
れ
た
た
め
、
勢
日
卑
し
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
更
に
営
時
ペ

ラ
ギ
ウ
ス

(
F
F唱
E
)
の
徒
が
禁
欲
主
義
主
張
く
唱
道
し
た
た
め
、

そ
れ
に
針

愈
々
結
婚
の
意
味
が
薄
く
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

し
て
ア
ウ
グ
ス
チ
メ
ス
は
、
そ
の
師
ア
ム
プ
ロ
シ
ウ
ス
の
如
く
「
結
婚
の
善
し
を
唱
道
し
て
、
か
れ
、
る
名
目
の
書
伊
も
著
し
た
程
で
あ

る
。
そ
し
て
E
れ
が
後
に
ル

l
テ
ル
に
大
き
た
影
響
を
奥
へ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
併
し
左
ほ
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
「
童
貞
に
つ
い

て
」
主
著
し
て
、
こ
れ
を
よ
り
讃
美
し
て
結
婚
の
警
の
極
端
に
走
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
止
め
た
。
而
も
な
ほ
彼
に
は
「
寡
婦
の
善
に
つ
い

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
共
同
盛
思
想

停
五
十
品
世

丹、

七

六

五

億
五
凱

XV， 20. • terrena civitas societa-"I'Jne hotninum secllndnm hOlUinem vi官 ntillm
u!<que n.d huiu5 Ha.eCllli fineIn. t-l. I1， ]00. D. I1~ 99 
XI， 1. 14) V， 8. 15) XXI， 1 
xxr.口 18) XV.9. 19) XIV， 13 
XVJ 2. 22) ibid. 23) XIV， 9. 24) XIV，. 28. 
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ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
共
同
櫨
思
想

第
王
披

第
五
十
巻

六
二
六

F、
F、

前て
」
在
る
書
簡
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
己

h

k
於
て
一
居
具
鴨
的
陀
彼
の
貝
想
を
示
し
た

F
思
ば
れ
る
。
創
ち
一
度
ほ
結
婿
を
し
た

が
、
今
は
翻
身
で
あ
る
。
そ
の
寡
婦
の
般
態
に
つ
い
で
特
に
深
い
同
情
と
慰
め
と
を
持
つ
発
明
己

h
陀
於
で
却
っ
て
伎
は
結
婚
の
現

貴
的
た
る
姿
と
意
義
と
を
見
た
。
肺
門
闘
が
地
内
闘
の
中
に
あ
弓
現
賓
の
奏
を
最
も
よ
〈
示
す
も
の
予
一
あ
る
か
ち
で
あ
る
。

家
族
の
構
成
に
つ
い
て
は
更
に
親
・
子
の
関
係
と
主
・
従
の
関
係
争
一
見
な
け
れ
ば
た
ち
一
泣
い
。
殊
比
後
者
に
つ
い
で
は
波
は
特
別

に
注
意
を
し
て
ゐ
る
。
卸
ち
奴
隷
の
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
闘
心
宇
一
持
つ
ζ

と
を
示

L
h。
人
聞
は
本
来
、
創
迭
の
婆
に
於
て
は
、

か
ls

る
不
平
等
の
も
の
で
は
在
か
っ
た
ロ
人
聞
は
原
始
に
於
て
は
平
等
に
し
て
自
由
た
呂
も
の
?
あ
み
。
け
れ

E
も
現
賓
に
は
人
間

は
罪
を
犯
し
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
か
L
る
奴
隷
の
如
昔
、
欣
態
が
存
在
す
る
ロ
云
は
ピ
罪
の
罰
で
あ
る
。
併
し
た
ほ
他
面
に
於
て

は
、
罪
の
腐
ひ
と
し
て
、
人
聞
の
本
質
に
は
反
ず
る
け
れ

E
も
、
刷
舎
の
現
欣
に
於
て
は
必
要
在
と
と
で
あ
る
。
貫
忙
奴
隷
は
基
督

。

の
婆
に
似
た
も
の
で
あ
る
。
新
し
き
人
と
し
て
、
今
や
自
主
・
奴
隷
の
匝
別
は
左
い
。
バ
ウ
ロ
が
奴
隷
オ
ネ
シ
モ
に
つ
い
て
語
っ
た

の
と
岡
松
で
あ
る
。
そ
と
に
於
て
は
、
名
人
ピ
愛
と
奉
仕
と
が
進
ん
で
行
は
れ
る
も
の
と
し
も
江
叫

何
国
家
人
聞
の
よ
旬
具
閥
的
危
枇
曾
的
・
共
同
閥
的
在
り
方
は
岡
家
で
あ
る
。
家
庭
は
園
家
の
部
分
で
あ
旬
、
縮
闘
で
あ
る

そ
の
闘
係
に
つ
い
て
、
彼
は
「
家
庭
は
園
家
の
初
め
ま
た
要
素
で
あ
る
。
そ
の
各
要
素
は
そ
の
全
開
忙
関
係
す
る
。
家
庭
内
平
和
は

岡
家
の
平
和
と
闘
係
ず
る
。
換
言
す
れ
ば
、
家
庭
的
た
服
従
と
規
則
べ
の
和
合
は
園
家
の
そ
れ
ん
一
闘
係
が
あ
る
」
と
云
っ
た
の
で
明

か
で
あ
る
。
併
し
現
貨
の
岡
家
が
必
宇
し
も
理
想
の
寸
柿
の
図
L

で
も
左
け
れ
ば
、
ま
た
「
地
の
図
」
で
も
な
い
と
と
は
、
家
庭
の
揚
合

部

符

と
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
現
寅
の
岡
家
が
全
く
罪
の
も
の
だ
と
し
た
の
で
は
た
〈
、
寧
ろ
実
闘
へ
の
準
備
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
彼
の
岡
家
論
は
多
く
具
鰐
的
在
籍
院
の
歴
史
に
つ
い
で
見
た
の
で
あ
る
内
そ
の
殻
展
が
如
何
に
血
眼
雪
攻
略
の
結
果
で
あ
る
か
、

J. N. Figgis" The Political ASpeCtb of S. Augustine"s 'City of God." London. 
1921， p. 46~ 73 
仁arlyle，A HistoτY of Medeaval Political Theoly in the West， 1， London， 
1903， p. 28. 
Donath;taeは、四世和に北岡弗利加を中心とする教曾向田-Iltであ?ヲ持田、

26) 

28) 

27) 



範
聞
の
横
大
は
却
っ
て
異
邦
文
化
の
輪
入
と
た
り
、
法
律
も
宗
教
も
異
邦
か
ら
輪
入
せ
ら
れ
た
。
経
路
在
来
の
多
一
川
教
的
混
沌
か
ら

併
し
左
が
ら
、
次
第
に
基
督
教
的
一
榊
諭
忙
進
み
、
更
に
羅
馬
皇
帝
自
ら
が
基
替
信
徒
と
た
る
に
至
っ
た
。
併
し
在
ほ
羅
馬
は
首
時

紳
の
闘
に
越
は
し
き
も
の
と
左
つ
て
は
ゐ
友
い
。
然
ら
ぽ
園
家
と
は
如
何
た
る
も
の
で
あ
る
か
。

現
貧
困
家
の
本
質
、
使
命
に
つ
い
て
遁
べ
る
に
常
っ
て
伎
は
圭
づ
羅
隔
の
哲
人
政
治
家

Q
2
3
の
り
ゅ
問
。
宮
E
E
を
引
照
し
、

そ
の
中
で
聞
の
ザ
一
。
が
共
和
固
と
は
岡
氏
に
闘
す
る
事
柄
で
あ
る
と
注
し
、

社
ほ
そ
の
園
民
(
官
官
】
E)
と
は
「
た
ピ
集
め
ら
れ
た
る

人
々
の
集
圏
で
は
注
く
、
共
に
法
を
知
り
共
に
耐
祉
を
享
け
る
と
と
に
土
っ
て
結
ぼ
れ
た
る
集
閣
で
あ
る
L

(
旬。官
E
E
E
Z
E
Eロ

。
2
3
0
E
E
E
-
F
R
E
E
5
t
s
o
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
B
5
5耳
切
。

E
E
E
E
E
E
Z盟
国
ふ
'
と
、
即
ち
闘
民
文
は

岡
家
は
、
法
又
は
共
通
耐
祉
の
あ
る
と
と
ろ
、
印
ち
医
義
の
あ
る
エ
」
と
ろ
忙
あ
る
と
し
た
。
己
れ
に
封
し
て
ア
ウ
グ
ス
チ
只
ス
は
、

飽
〈
堂
で
も
現
賓
の
闘
家
に
つ
い
て
云
は
う
と
し
て
ゐ
る
。
日
〈
、
も
し
現
貨
の
園
中
部
の
本
質
が
か
a
h

る
意
味
で
ゐ
法
又
は
E
義
に

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
羅
馬
は
岡
家
で
左
い
こ
と
に
在
る
。
蓋
し
羅
隠
は
必
宇
し
も
E
義
に
上
っ
て
立
っ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
か

mw 

ら
と
。
併
し
彼
は
必
、
干
し
も
全
然
正
義
又
は
法
を
排
斥
し
た
の
で
も
、
一
胴
祉
又
は
利
径
を
否
認
し
た
の
で
も
左
い
。
た
ど
よ
り
ん
い

在
る
正
義
、
民
の

E
義
を
と
司
令
欲
し
た
の
で
あ
る
。
線
は

P
E
が
、
難
民
を
今
日
ま
で
支
へ
た
も
の
は
家
庭
に
於
け
る
勤
勉
、
正

し
き
裁
判
、
熟
考
へ
の
自
由
意
思
の
三
つ
で
あ
る
と
云
っ
た
の
を
引
出
し
肯
定
し
て
ゐ
る
凶
け
れ

E
も
、
た
ほ
そ
の
法
や
正
義
の
窮

板
は
、
民
の
榊
が
拝
さ
れ
北
川
替
が
王
で
あ
る
と
こ
ろ
、
即
ち
憐
み
と
受
と
が
行
は
れ
る
と
己
ろ
で
在
け
れ
ば
左
ら
な
い
と
し
た
。

か
く
て
彼
は
園
家
干
岡
民
の
本
質
は
、
現
賓
的
に
見
て
も
、
愛
の
あ
る
冒
と
と
み
に
見
ら
れ
る
と
し
た
。
日
〈
「
岡
氏
は
、
彼
ら
の

愛
の
劉
象
に
つ
い
て
共
泊
の
賛
意
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
共
に
結
ぼ
れ
た
る
合
瑚
的
な
る
者
の
集
閣
で
あ
る
」

(F官
F

E
。
8
5

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
白
共
同
世
思
想

第
五
十
巻

傍
王
強

六
-
一
七

F、、

九

事主主主食に敬舎につき極端なる拍車請を唱へ、殉教を特に讃へたので、肢に異
端と見られたが、アウグスチ~スもホ二十年に亙ってとれと論争 Lた。宇 L
詳Lくは、三1:1隆主民Lアウグスチヌス『八二頁以下参照。
cf. Figgi5~ p. 78. 30) レカ樽 17:21. 
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ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
白
共
同
開
思
想

第
五
十
巻

六
二
人

第
五
擁

九
O 

Z
E
E
-骨
量
E
Z宮

2
E
E
宮
臣
室
問
問
】
骨

E
B
E
E
-
2
5
2
2
5
S
m
o
g吉
田
'
)
と
。
と
れ
を
光
き
の
凹

2官
。
の
定
義
に
段
。
へ
て
見
る
左

ら
ぽ
、
そ
れ
が
「
法
を
知
り
」
且
つ
コ
耐
祉
を
共
に
ナ
る
」
と
云
ム
に
謝
し
て
、
と
れ
は
「
愛
の
針
象
」
に
つ
い
ザ
共
怠
る
「
賛
意
」
を
持
つ

「
合
理
者
L
だ
と
云
ム
D
で
あ
る
か
ら
、
法
を
知
る
己
ム
」
L
A

合
理
者
と
を
等
し
と
見
る
在
ら
ぽ
、
違
ム
と
こ
ろ
は
前
者
が
「
嗣
枇
」
又
は

「
利
径
t

一〔
Z
E
E
E
)
と
い
ふ
経
済
的
一
疋
乙
と
を
重
ん
や
る
に
到
し
、
後
者
は
「
愛
」

2
E
m三
及
び
「
賛
意
」

(
n
g
B
E
C
と
云
ム
道
徳
的

同
様
在
見
解
は
更
に
彼
の
書
簡
に
於
て
も
、
「
岡
家
と
は
賛
意
の
結
合
を
共
に

持
つ
集
団
で
た
く
て
何
で
あ
る
か
」

(
Q
E
E
R
E
-
-
3
2
4宮
E
L
E
E
r
E
r
E
E
E自
E
官
主
世
田

5
0巳
E
足
骨

E
自
国
自
E
M
L
J

ま
た
「
岡
家
は
全
く
協
和
的
危
る
集
聞
の
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」
(
ロ
ロ
自
己
E

E

な
内
問
的
友
も
の
を
重
ん
じ
た
黙
に
あ
る
と
思
ふ
。

と
云
っ
て
ゐ
る
。
園
出
家
白
木
質
を
も
し
正
義
又
は
法
に
於
て
の
み
見
る
な
ら
ば
羅
馬
は
民
の
園
家
で
在
く
た
る
。
併
し
も
し
此
く
の

如
〈
愛
に
於
て
、
町
一
万
詐
し
合
ひ
助
け
合
ム
賛
意
に
於
て
見
る
左
ら
ぽ
、
臨
柑
馬
も
亦
閥
家
主
し
て
見
ら
れ
上
う
。
併
し
勿
論
己
の
定

義
に
よ
っ
て
彼
は
図
家
を
低
〈
見
ょ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
現
賓
の
図
家
に
則
し
て
友
ほ
そ
こ
に
現
想
の
園
家
を
見
ょ
う
と
し
た

努
力
の
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
園
家
の
本
質
に
つ
い
て
、
か
〈
愛
を
強
制
し
た
と
云
ム
と

E
は
徐
程
特
別
な
己
と
で
あ
っ
て
、
彼
の

以
前
に
は
殆
ん
ど
云
は
れ
た
こ
と
が
な
く
、
彼
の
後
に
も
亦
、
例
へ
ぽ
留
目

Z
L。
3

の
如
者
七
世
紀

ι於
て
も
早
や
再
び
「
法
の
賛

凶

意
」
と
云
ム
風
に
戻
っ
た
と
さ
れ
る
。

次
に
園
家
の
統
治
に
つ
い
て
は
、
そ
の
目
的
は
主
と
し
て
「
地
の
平
和
」
(
官
M
E
E
E
)
又
は
「
羅
隠
の
平
和
L

守

E
F
E
E
4
で
あ

る
。
が
同
時
に
そ
れ
は
「
榊
の
園
」
を
そ
の
中
に
抱
〈
も
の
と
し
て
、
「
永
遠
の
平
和
L

守

E
E
Z
E
)
へ
の
希
望
一
と
進
展
と
を
持
た
た

誌

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
統
治
者
は
園
家
の
尖
端
に
置
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
併
し
事
政
ヘ
は
元
来
反
射
で
あ
り
、
む
し
ろ
聯

trans.)， London， 1936， p. 211 以下を特に襲順。
C. n. XII， 28. 33) De Bono C'Alnjugali， I. .14) ibid 
C. D. XV， 19. • seminarium' civitatis.' “a kind of seec'l-bed "， Eng. lrans 
by Dods， !I， p. 80. "die Keimzelle des Staat剖“， 1(. Volker， Augustinus， 
Der Gotte回 taat，Jena， 1923， S. 123 なほ三谷氏一四五頁参照。
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盟
の
如
き
も
の
を
、
了
度
国
家
内
の
家
族
の
様
に
考
へ
た
。
け
れ
ど
も
た
ほ
統
治
者
は
神
か
ら
委
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
例

ぉ

m

へ
最
悪
の
王
ネ
ロ
の
下
忙
於
て
も
園
民
は
よ
〈
服
従
し
、
羅
局
の
柴
光
の
た
め
に
、
そ
の
義
務
を
提
ナ
べ
し
と
し
た
。
と
の
黙
は
か

の
ド
ナ
チ
ス
ト
と
著
し
〈
違
ム
の
で
あ
る
。

更
に
士
た
圏
家
内
の
諸
秩
序
に
つ
い
て
、
殊
に
経
済
秩
序
に
つ
い
て
は
、
ま
づ
財
産
に
つ
い
て
。
そ
れ
は
本
来
、
紳
の
御
手
の
中

に
あ
る
も
の
?
あ
る
が
、
そ
の
所
有
を
人
々
に
許
さ
れ
て
あ
る
。
従
っ
て
政
府
の
無
分
別
な
る
徴
収
の
如
き
に
は
反
針
す
ペ
垂
理
由

封

、

が
あ
る
と
し
も
ん
。
但
し
個
人
は
そ
の
財
産
の
使
用
に
つ
い
て
は
制
限
が
あ
る
。
即
ち
正
し
く
朋
ひ
ら
る
ぺ
き
で
あ
る
と
し
た
。
己
の

馳
に
於
て
は
穎
馬
法
よ
り
も
般
し
い
と
さ
れ
る
吋
貨
併
に
つ
い
て
も
述
べ
て
ゐ
る
が
、
民
の
盲
と
は
貨
幣
の
所
有
量
に
あ
る
の
で
た

話
、
、

〈
、
内
的
な
る
徳
の
充
足
に
あ
る
と
し
た
。
利
子
に
つ
い
て
は
ア
ム
プ
ロ
シ
守
ス
と
共
に
是
認
し
た
賄
が
あ
る
が
、
併
し
大
憾
に
於

て
E
首
債
格
を
主
張
し
た
刷
か
ぐ
て
商
栄
を
康
〈
是
認
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
凡
ぺ
て
正
し
き
職
業
を
認
め
、
薦
め
た
の
で
あ
る
。

時
労
働
は
犠
牲
で
も
苦
難
で
も
左
〈
、
む
し
ら
喜
び
で
あ
る
と
し
た
。

‘r
 

教
舎
が
地
上
に
於
で
最
も
よ
く
「
紳
の
園
」
を
現
す
筈
の
も
の
で
あ
る
。
神
の
闘
が
見
え
る
迩
に
於
で
あ
る
と
き
地
上

で
は
品
組
合
去
る
。
「
数
舎
は
現
在
友
ほ
基
替
の
閲
又
叉
図
で
あ
る
」
げ
と
も
「
某
替
と
穀
倉
と
は
一
蜘
」
で
あ
呂
と
も
云
は
れ
る
。
従
つ

教
曾

て
木
質
的
に
は
此
の
世
の
図
の
も
の
で
は
左
い
。
け
れ

E
も
見
ゆ
る
数
曾
は
紳
の
一
っ
た
る
買
の
出
家
族
で
あ
る
と
も
、
ま
た
完
全
な

る
枇
曾

(
2
5
5
官
同
除
去
)
で
あ
る
と
も
云
ム
思
想
の
淵
源
を
注
し
た
。

け
れ
ど
も
現
貨
の
見
ゆ
る
教
曾
が
、
そ
の
ま
h
す
べ
て
右
の
様
荏
も
の
で
友
い
己
と
は
明
か
で
あ
る
。
常
に
金
〈
「
剖
仰
の
図
L

で
は

な
い
。
印
ち
談
合
の
中
に
も
「
地
の
園
L

が
あ
る
こ
と
、
帥
ち
「
敦
舎
の
中
左
る
悲
し
昔
悲
督
者
」
に
つ
い
て
、
耐
仰
の
閥
論
の
初
め
に
於

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
共
同
地
問
思
想

帯
五
十
巻

第
五
競

大a

六
二
九

De Hono Conjugali， Oeuv:res completes， Paris， 21， p. 47ι510. 
De Sancta VirjZinitate， op. cit.， p. 512-556. 
De Bono Virluitatis， op・cit.， p. 560-587 
被は最初回内妻と一子をもうけたが、骨の薦めによって別れ、衣白許婚の女
とは、~の|同心D故に、結婚に歪らなかワた。L:f. Cuufe..，uones， VI， 13， 15 
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構
五
十
巻

第
五
披

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
白
井
同
植
思
想

問

て
鴎
忙
泌
ペ
て
ゐ
る
と
こ
ち
で
あ
る
。
従
っ
て
現
賓
の
教
舎
は
、
一
式
は
い
h

刊
の
園
の
「
出
城
し
と
し
て
、
地
の
闘
の
真
只
中
に
あ
る
、

い
た
地
内
閣
を
自
ら
の
申
に
さ
へ
包
存
し
て
ゐ
る
。
か
く
で
教
舎
も
・
革
命
た
、
「
世
俗
の
迫
害
と
桝
の
慰
蒋
止
の
間
を
、
こ
の
世
の
涯

前

向

剛

刊

行

ま
で
歩
む
」
て
と
と
ろ
の
巡
鵬
者
、
放
入
、
ま
た
捕
囚
或
H

げ
は
異
園
人
の
集
闘
で
あ
る
。
と
の
世
は
教
舎
に
・
と
っ
て
巡
融
市
で
あ
る
。

大4

/、

= 
O 

け
れ
ど
も
此
の
巡
純
の
姿
は
決
し
て
憐
れ
ま
る
べ
き
も
の
で
は
た
く
、
買
の
平
和
の
希
望
に
於
て
途
上
に
あ
る
も
の
舌
ヨ
凶
)
と
一
五

7
 

ふ
べ
き
で
あ
h
。
従
っ
て
己
の
姉
囚
は
つ
解
放
の
約
束
を
相
刊
で
ゐ
る
L

一
つ
の
力
強
会
ロ
闘
結
で
あ
も
永
遠
の
王
国
の
来
る
最
後
円
審

判
の
と
き
ま
で
、
F
!

数
舎
は
「
戦
闘
の
王
図
」
(
同
町
間
E
E
E
M斜
町
)
と
し
て
、
云
は
ピ
戦
闘
の
教
合

(
E
Z
R
V
E

た。
か
く
て
教
合
は
、
現
寅
に
於
て
も
秘
め
て
た
く
ま
し
い
も
の
と
た
っ
た
。
世
の
多
〈
の
共
同
慌
の
最
も
刑
判
想
に
近
昔
も
の
と
左
つ

た
。
そ
し
て
特
に
彼
の
修
道
院
生
前
に
於
て
よ
〈
見
る
己
と
が
出
来
る
。
修
道
院
は
教
曾
の
理
想
を
具
閥
的
に
現
賓
化
し
上
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
儀
式
や
粉
飾
を
避
行
素
衣
素
食
の
中
に
修
道
忙
専
心
せ
ん
と
し
た
。
併
し
従
来
は
事
〈
東
方
の
影
響
を
受
け
、
孤

猟
ム
」
禁
欲
と
眠
想
を
主
と
し
た
の
に
針
し
て
v
彼
は
初
め
て
共
同
と
弁
仰
と
説
教
と
を
軍
ん
じ
た
の
で
あ
る
。
と
4
A

忙
所
調
ア
ウ
グ

ス
チ
ン
波
修
道
院
の
枕
鯵
を
見
た
が
、
何
万
後
世
修
道
院
の
標
準
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
殊
に
彼
が
M
W
働
を
重
ん
ヒ
「
修
道
併
の

弊
働
に
つ
い
て
」

(
F
O官
E
冨
。
ロ
里
Z
E
E
)
-
を
書
き
、
首
時
の
自
然
主
義
の
長
髪
波
に
反
到
し
て
、
肉
悌
持
働
を
重
ん
じ
、
進
ん
で

局
ナ
ベ
ホ
己
で
あ
る
、
己
ι
、
に
健
全
た
る
数
園
の
生
析
が
あ
る
と
し
た
。
教
舎
の
具
惜
的
判
官
嶋
中
が
あ
る
と
し
た
。
共
同
悌
生
活
の
最
後

の
典
型
が
あ
る
と
し
た
。

C. D. XV， 2， X~X， 15. cf. SchilJing-， S. 233 f. 
C. D. XV， 15， 16. cf. Carlyle. 1， p. 1 II f. 
cf. Carlyle， ibid. 43) ピレモン書、回以下。 44) C. D. XTX， 16. 
cf. B. Seidel， Die Lehre vom Staat beim heiligen Augustinus， Breslau， 1909， 
S. 27. - 46) Figgis， p. 56 . 

40) 
41) 
42) 
45) 



共
同
躍
の
竣
展

以
上
に
上
っ
て
、
共
同
憾
の
構
成
は
絶
針
的
に
は
っ
紳
の
園
L
と
「
地
の
閥
」
と
の
針
立
で
あ
る
が
、
現
質
的
に
は
「
地
上
の
紳
内
閣
」

と
し
て
相
針
的
に
交
錯
し
、
或
る
限
度
の
統
合
が
行
は
れ
て
ゐ
る
も
の
と
し
た
。
と
れ
は
云
は
ピ
静
態
的
忙
空
間
的
に
共
同
慌
を
見

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
針
し
て
己
ミ
に
は
動
態
的
に
時
間
的
に
共
同
慢
を
護
展
・
耕
民
還
の
姿
に
於
て
執
へ
て
見
ょ
う
と
し
た
彼
の

設
を
少
し
く
漣
ぺ
て
見
ょ
う
。

斗
時
聞
と
歴
史
ま
づ
時
間
附
に
つ
い
て
、
彼
は
そ
れ
を
永
遠
に
封
す
る
も
の
と
し
た
。
永
遠
と
は
常
に
止
る
干
と
で
あ
る
に
封

(
 

し
で
時
間
は
決
し
て
止
ら
な
い
と
と
で
あ
る
下
水
惑
の
存
在
内
容
は
榊
で
あ
る
が
、
従
っ
て
耐
に
は
時
聞
が
友
い
。
一
脚
の
働
き
は
時

聞
を
以
て
計
る
己
と
が
出
来
た
い
。
永
遠
は
時
間
の
中
に
あ
る
無
限
と
い
ム
も
の
で
は
な
ぐ
し
て
、
時
間
主
超
え
た
、
時
聞
の
否
定

た
る
無
時
間
と
も
一
五
ム
ベ
曹
も
の
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
現
貸
の
個
々
の
事
物
は
夫
々
岡
布
の
時
聞
を
持
ち
、
そ
れ
に
礎
化
一
を
生
じ
て

ゐ
る
。
従
っ
て
時
間
と
一
五
ふ
の
は
、
と
の
世
の
事
物
の
後
生
と
共
に
一
初
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
と
で
時
間
は
会
〈
無
か
ら
出
来
た
も
の

で
あ
る
し
、
事
物
並
に
己
の
世
界
は
「
無
よ
り
の
創
浩
L
で
あ
っ
た
。
と
れ
を
創
造
と
い
ふ
。
郎
ち
事
物
は
白
か
ら
出
来
た
の
で
は
左

〈
し
て
、
一
脚
の
意
志
忙
よ
っ
て
出
来
た
の
で
あ
る
。
時
間
と
事
物
と
は
創
造
に
よ
っ
て
初
っ
た
。

E

t

h

に
歴
史
と
一
五
ム
も
の
が
初
っ
た
。
従
っ
て
歴
史
は
紳
の
意
思
に
よ
っ
て
創
造
に
初
っ
た
も
の
で
あ
る
。
時
間
は
常
に
止
る
と

と
左
〈
、
流
れ
る
も
の
で
あ
る
と
云
っ
た
。
そ
と
で
多
く
は
時
聞
を
た
w
h

そ
の
経
過
に
於
て
見
土
う
と
し
、
普
通
に
は
過
去
・
現
在
・

朱
来
の
三
段
に
分
っ
て
ゐ
る
。
併
し
よ
〈
考
へ
で
見
る
と
、
買
は
現
在
と
云
ふ
も
の
が
、
い
つ
も
そ
の
足
場
に
な
っ
て
ゐ
る
。
つ
も

7
功
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
共
阿
倍
思
悲

樺
五
十
巻

プマ

第
五
競

九

故に、 civitas~ regnumの件に慶< respublica， imperiumをも用ひた。 cf.Seidel， 
S_ 13 
C. D. 21. H. 1， 90-D_ 1， 81 英課は、 Dods，1， p. 75. Caτlyle， 1， p. 4・参照。
C. D. II， IV， 4' S. 50) V， I2. 
XIX， 34-H. II， 419・D.II， 400. cf. Dods， p. 339 f_ 
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ア
ウ

r
ス
チ
ヌ
ス
白
共
同
世
思
想

第
五
十
巻

第
五
競

~ ノ、

カ注
目

し
そ
れ
が
未
来
で
あ
る
友
ら
ぽ
、
ま
だ
そ
と
に
無
い
の
で
、
も
し
ま
た
過
去
で
あ
る
左
ら
ぽ
、
そ
こ
に
も
早
や
無
い
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
何
鹿
に
ど
ん
紅
も
の
が
あ
ら
う
と
も
、
あ
る
と
は
只
現
在
と
し
て
の
み
友
の
だ
」
と
一
古
ひ
、
そ
の
現
在
が
た
ピ
一
一
穫
の
膨
み
を

持
っ
た
も
の
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
歴
史
と
は
現
在
に
於
て
一
種
の
寝
間
性
そ
持
っ
た
も
の
と
し
て
盟
解
さ
れ
て
ゐ
る
。
更

比
彼
の
時
間
と
歴
史
と
に
は
終
末
が
あ
る
と
玄
ム
と
と
を
も
注
意
し
友
け
れ
ば
た
ら
泣
い
。
蓋

L
時
間
と
世
界
と
は
紳
の
意
思
に
よ

っ
て
創
治
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
、
終
末
も
ま
た
常
然
に
あ
る
こ
と
が
諜
怨
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
〈
て
伎
の
歴
史
に
は

よ
し
没
展
が
あ
る
と
し
て
も
な
ほ
、
そ
の
忌
後
に
終
末
が
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
創
造
、
現
史
、
結
末
か
L

る
時
間
‘
歴
史
に
闘
す
る
考
へ
に
基
い
て
彼
は
共
同
般
の
致
展
を
ぽ
、
や
は
り
創
造
忙
初
ま
り

終
末
に
於
る
べ
昔
も
の
と
し
た
。
併
し
己
の
終
末
は
、
後
に
も
云
ふ
や
う
に
、
紫
光
の
と
ま
で
も
あ
る
。
従
っ
て
や
は
り
一
種
の
殻

展
で
あ
る
と
見
て
も
差
文
へ
は
た
い
。

は
け
創
逝
1
1
K
於
て
人
間
は
榊
の
像
に
似
せ
て
遺
ら
れ
、
世
界
の
秩
序
に
置
か
れ
る
o
E
L
K
於
て
は
と
の
世
は
全
〈
紳
の
園

で
あ
っ
た
が
、
併
し
人
間
が
興
へ
ら
れ
た
る
自
由
主
疏
用
し
た
と
と
に
よ
っ
て
紳
の
閣
の
秩
序
を
破
っ
た
。
そ

E
K
所
謂
墜
落
が
生

ビ
た
。
ア
ウ

r
ス
チ

E
λ

も
亦
乙
t
A

に
罪
の
起
源
を
認
め
、
地
の
園
の
初
ま
り
を
見
売
。
そ
し
て
同
時
に
現
在
の
歴
史
が
生
巳
た
。

一古は

r
ロ
現
史
ー
ー
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
が
初
ま
っ
た
。
彼
は
歴
史
の
務
返
を
そ
の
ま
L
料
の
計
部
と
見
た
の
で
は
な
〈
、
そ
れ
白
ら

の
意
思
に
於
貯
る
護
展
と
見
て
ゐ
る
。
か
〈
て
現
史
を
六
期
に
分
っ
て
、
嬰
児
、
小
児
、
青
年
、
少
祉
、
中
年
、
老
年
と
し
た
。
丁

度
一
個
人
の
生
。
護
展
の
如
く
し
た
。
け
れ

E
も
己
れ
を
見
れ
ば
、
必
し
も
護
展
と
の
み
云
ふ
べ
き
で
は
た
〈
て
、
或
る
種
の
衰
退

Ep. CX文XVIII，2. Oeuvres c01nplet田， 5， p. 179. Carlyle， T， p. 166 
Ep. CLV， 3. O. c・5，P・379. Carlyle， ibid. 54) Carlyle， r， p. 172 
C. D. V， 19- 56) III， 10. 57) cf. Figg凶， p. 58 
C. D. V， 19・ 59) Figgis， p. 56. 60) Epu:ot. XCIII， 12. cf. Figgis，P.54 
Carlyle， 1， p. I4z. 62) VII， 12. E. Troeltsch， Augustin， 1915， S. 137ff. 

').2) 

53) 
55) 
58) 
61) 



と
も
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
愛
遥
と
一
玄
ム
方
が

E
し
い
。
共
同
憾
の
歴
史
も
亦
か
ぐ
の
如
〈
衰
滅
の
可
能
性
を
見
た
。
己
ミ
に

J~終
末
l
l
i
が
あ
る
と
と
を
強
期
し
た
。
そ
し
て
そ
の
終
末
と
は
、
伎
の
時
間
論
で
も
わ
か
る
様
に
、
所
謂
歴
史
の
流
れ
の
最

後
忙
、
遠
く
来
る
べ
き
」
も
の
と
云
ふ
の
で
は
な
く
‘
現
在
に
於
て
、
刻
々
に
経
験
す
る
も
の
と
し
た
。
共
同
慌
の
歴
史
は
此
の
如
〈

現
在
忙
於
て
常
に
危
機
K
臨
ん
で
ゐ
る
と
云
ム
見
方
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
何
も
と
の
終
末
が
、
悲
観
的
に
の
み
見
ら
る
べ
き
も
の
で

は
な
〈
て
、
紳
の
側
か
ら
は
救
組
問
の
成
就
と
一
去
ム
の
で
あ
る
。
策
光
の
と
雪
で
も
あ
る
と
一
古
ム
希
望
忙
充
ち
た
も
の
で
あ
る
。

z

h

に
地
上
の
一
脚
の
固
と
し
て
の
共
同
聞
が
力
強
く
歩
み
得
る
所
以
が
あ
る
の
で
あ
る
。

回

す

Uぜ

む

要
す
る
に
、
ア
ウ
グ
λ

チ
且
ス
の
共
同
慌
思
想
に
は
、
突
の
如
〈
犬
同
盟
四
つ
の
賄
陀
特
徴
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

第
一
は
、
共
同
閣
の
構
成
を
見
る
に
営
っ
て
、
結
針
的
た
在
り
方
を
明
か
比
し
て
ゐ
る
主
云
ム
黙
で
あ
る
。
本
質
に
深
〈
湖
っ
て

上
り
根
抵
的
な
本
態
と
し
て
の
、
質
的
・
内
容
的
友
共
同
惜
の
買
の
姿
を
鮮
か
に
見
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
彼
に
於
て
は

「
紳
の
園
」

(
2
2
E
F
C
で
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
い
つ
も
そ
の
影
と
し
て
の
「
地
の
困
」
(
ロ

E
E
E
E与
を
き
は
立
っ
て
封
立
さ

せ
て
ゐ
る
己
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
共
同
憾
の
構
成
に
つ
い
て
、
現
寅
的
攻
見
方
を
し
て
ゐ
る
射
で
あ
る
。
と
れ
は
第
一
と
矛
盾
し
て
ゐ
る
様
に
忠
は
れ
る

が
、
併
し
そ
れ
に
も
拘
は
ら
十
、
そ
の
絶
針
的
友
も
の
を
現
寅
の
中
に
同
時
に
相
針
的
に
把
麗
し
て
ゐ
る
己
と
で
あ
る
。
共
同
腿
に

つ
い
て
も
、
「
榊
の
図
L
は
現
寛
忙
「
地
の
園
」
の
中
に
あ
っ
て
交
錯
し
、
戦
ひ
、
仕
へ
つ
も
L

あ
る
、
云
は
ビ
「
地
上
の
紳
の
図
L
(
E
Z
Z

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
共
同
掛
思
想

部
五
十
巻

第
五
説

六

九
五

J)e trin. XTTI， 36. cf. Schilling， S. 247 f. 64) XX， 9 
De doctri田 chri，，;tiana，III， 44 ハルナ少ク編、服部英史郎氏君、省事と嬢
言1二四九頁参照。 66) C. D. r， 35 67) XVlII， 51 
XV， 6. XIX， .1_7. 69) XV， 1. 70) XIX:，町田 71) 1， 35 
cf. 'Figgis， p. 68. 73) C. D. XIX， 17・ 74) XX， 1. "75) XX， 9 

63) 
65) 

68) 
72) 



7
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
共
同
世
思
想

第
五
十
巻

六
三
回

第
五
披

九
六

ロ
ω
一H
2
2る
な
の
で
あ
る
。
義
と
慾
と
の
圃
の
中
に
、
な
ほ
愛
に
於
亡
仕
へ
行
か
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
は
共
同
般
の
構
成
と
い
ふ
黙
に
つ
い
て
、
昼
間
的
に
見
た
場
合
で
あ
る
が
、
更
に
と
れ
を
・
時
間
的
に
、
共
同
悼
の
於
於
と

云
ム
賠
に
つ
い
て
見
る
た
ら
ば
、
第
三
と
し
て
彼
は
共
同
慌
を
時
聞
に
於
て
、
穆
一
滋
に
於
で
、
云
は
ピ
歴
史
峠
に
見
て
ゐ
る
こ

と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
彼
の
時
閣
の
考
へ
方
が
、
現
在
と
云
ふ
と
と
を
強
調
し
、
現
在
に
於
て
過
去
も
未
来
も
見
ょ
う
と
し
、

永
遠
を
も
亦
現
在
の
底
に
於
て
、
こ
れ
が
裏
付
け
と
し
て
見
た
の
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
は
唯
流
れ
る
ま
L

K
、
或
は
た
ピ
致
展

の
路
を
執
る
も
の
と
見
る
と
と
は
出
来
な
い
、
と
し
て
ゐ
る
。

そ
己
で
第
四
に
は
、
終
末
的
友
歴
史
概
を
持
っ
と
と
が
皐
げ
ら
れ
る
。
而
も
そ
の
終
米
が
、
未
来
の
最
後
に
違
〈
十
世
る
も
の

で
は
た
〈
て
、
現
在
に
於
て
、
現
代
に
於
て
刻
々
に
経
時
制
さ
れ
る
も
の
と
し
た
。
従
っ
て
と
の
終
末
的
と
は
、
云
は
立
野
島
一
時

と
云
ふ
己
と
を
合
ん
で
ゐ
る
。
故
に
共
同
値
の
歴
史
と
は
、
唯
山
早
友
る
致
展
で
は
た
〈
、
刻
々
忙
終
末
を
経
験
す
る
畏
れ
と
緊

張
の
連
鎖
で
あ
る
と
し
た
。
(
一
五
・
了
二

O
)

羅典原文]JaJ'冊、，言書は、 OeuvresCompletes de Saint Augustin， Paris， 1870， 22， 
p. 84-129 英需は A select library of the Nicene and Po;，t-Nicene fathers 
of lhe christian church， Bu什falo，1887， nI~ p. 503-524 
cf. Figgi!o， p. 67・
Confe凶 Iones，XI， 11， 13. 2) Op. cil. XT， 11. 
叩ロt.XI. 18 内村建三郎氏課三五七頁参照。
松村克巳民Lアウグスチヌスマ二七九頁参照。
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